
⼥⼦中⾼⽣と保護者に向けた
⼯学のキャリアパスの⾒える化

北川尚美
⼤学院⼯学研究科 教授(研究科⻑補佐DEI担当)
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東北⼤学ダイバーシティ推進の歴史
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https://www2.deloitte.com/jp/ja/blog/group-diversity/2021/diversity-equity-
and-inclusion.html
東北⼤学におけるダイバーシティ推進ポリシーhttps://dei.tohoku.ac.jp/vision/about/

Equality Equity

皆が輝ける⼤学を⽬指して宣⾔発出
東北⼤学はDEI推進宣⾔を発出(2022.4)

Diversity(多様性)+Equity(公正性)+Inclusion(包摂性)
※Equityを導⼊したのは⽇本の⼤学初
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DEI推進のための環境調査と整備①
《環境整備》

〈その他〉
・学内保育園の整備
(国⽴⼤学で最⼤規模)

・男性職員向け育児⽀援制度
(2022年度男性職員の取得率53%)

・⼦の出張帯同費⽤等⽀出制度

 〈種別毎〉
⾝障者⽤トイレ     192
バリアフリートイレ        4
だれでもトイレ        １
みんなのトイレ        １
オストメイト対応  54
フィッティングボード 29
おむつ交換台 35
ベビーチェア(キープ⽤)12

 〈キャンパス毎〉
⽚平  37, 星陵 49
川内北 19, 川内南 19
⻘葉⼭東 32, ⻘葉⼭北 30
⻘葉⼭新キャンパス 16

2024年9⽉5⽇調査結果

〈DEIあんしんPROJECT
「誰もが快適な⽣理を」〉

（川内北キャンパスで2024年5-6⽉
実施, アンケート結果を報告）
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DEI推進のための環境調査と整備②

ジェンダー、セクシュアリティ、障がい、⼈種や⺠族
などあらゆるバリアを乗り越え、お互いが尊重しあう
社会の実現に向けて学び、理解を深める場。DEI
に関⼼を持つ学⽣・教職員は誰もが利⽤・参加
可能。学⽣スタッフと協⼒して企画運営。
センターの企画イベントを⽉1回実施。
時間:毎週⽔曜⽇ 13:00〜17:00
場所:国際交流棟1階(川内キャンパスAエリア)
※利⽤時にはグランドルールの遵守が必要

参加者からのラウンジへの期待
「何気ない⼀⾔を受けとめてくれる場所に
なってほしい」
「気軽に⽴ち寄れて話ができる場」
参加者からの声
「DEIの実現にはマイノリティの声だけに頼
るのではなく、マジョリティにDEIを勉強す
るチャンスを増やしていく必要がある」

《DEI Loungeの新設“知る,交わる,広がる”》

国際交流棟 オープニングイベントの様⼦
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国⽴⼤⼯学部の⼥⼦学⽣⽐率の現状
《⼋⼤学⼯学系連合会》

国⽴⼤⼯学部全体︓14年間で15.8％
⼋⼤学⼯学系︓⼤半が全国平均以下

⇒ 各⼤学で⼊試への⼥⼦枠導⼊が検討
出典︓公開データに基づき本学で作成

出典︓国⽴⼤学協会「国⽴⼤学における男⼥共同参画推進の
実施に関する第20回追跡調査報告書」

⼤学 学部 学年 ⼥性⽐率

東京⼤学 ⼯ 2-4年⽣ 12.4%

京都⼤学 ⼯ 1-4年⽣ 10.4%
⼯ 14.1%
基礎⼯ 10.3%

名古屋⼤学 ⼯ 1-4年⽣ 11.7%
⼯ 11.2%
芸⼯ 39.7%

北海道⼤学 ⼯ 2-4年⽣ 13.8%
⼯ 8.0%

物質理⼯ 13.9%
情報理⼯ 7.4%
⽣命理⼯ 22.6%

環境・社会理⼯ 27.6%
東北⼤学 ⼯ 1-4年⽣ 12.6%

国⽴⼤学（全国平均）
（2023） ⼯ 4年⽣ 15.8%

注１）各⼤学2024年5⽉1⽇時点、東京⼯業⼤学は2023年5⽉1⽇時点
注２）全国平均を上回る学部にマーカー

⼤阪⼤学 1-4年⽣

1-4年⽣

東京⼯業⼤学 1-4年⽣

九州⼤学

《⼯学部全体の平均⽐率変化》
(%) 15.8%

（2023）
11.3%
（2009）

旧帝⼤7校と東⼯⼤の⼯学系研究科で構成
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無意識のバイアス

–Unconscious Bias–の認知と克服

組織の意識改⾰・組織変⾰の重要性

無意識のバイアスの発見と科学技術政策の流れ（米国）

合衆国議会
科学技術機会均等法
公布

NSF ADVANCE
（女性＆Minority 支援事業）

1980年 個人の支援
意識改革
組織変革2000年

Fix the Women Fix the System

DEI

� アカデミアには色々な歪みがある

� 見えるバイアスと見えないバイアスがある

� 研究と家庭の両立は依然として困難である

� 女性がリーダーになること、上位職につく
ことに自信を持てない現状がある・・・

From ADVANCE Brochure；http://www.nsf.gov/pubs/2009/nsf0941/nsf0941.pdf

© 2023 Hisako Ohtsubo All Rights Reserved.
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⼥性研究者⽐率増加への⼤きな影響
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出所：Table S3-14 from Science & Engineering Indicators, NSB-2019-8, https://www. nsf. gov/statistics/seind/

ADVANCEの成果

理工系４分野における NSF ADVANCE の成果（NSF）

ADVANCE開始

⼥性研究者⽐率の増加率を著しく増⼤

ADVANCE開始

ADVANCE開始

ADVANCE開始

© 2023 Hisako Ohtsubo All Rights Reserved.

女
性
比
率
[
%
]

女
性
比
率
[
%
]



東北大学工学研究科・工学部9

0

5

10

15

20

1995 2000 2005 2010 2015 2020
※クロスアポイントメント等除く
2024 [年]

⼥
⼦
学
⽣
⽐
率
[%
]

教員 11.5 %
(助⼿含む）
教員 9.8％
(助⼿除く）

博⼠16.1 %
学⼠12.6 %
修⼠11.4%

教員 5.0 %
(教授・准教授・講師）

・学⼠と修⼠の⼥⼦学⽣⽐率はほぼ変わらず
・博⼠の⽐率は⼤きく増加、それに応じて助教の⽐率も増加

本研究科における⼥性⽐率の推移
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学部学⽣と教員の⼥性⽐率の相関

全国国⽴⼤学⼯学部の学部学位取得者の⼥
性⽐率と職階別教員の⼥性⽐率の相関1)

1)渡邊,北川,⼯学教育,72-1,60-64(2024)

・いずれの職位に関しても両者の間に線形の相関関係あり
・上位職の⼥性教員の増加が学部の⼥⼦学⽣を増やす効果⼤
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本研究科におけるDEI推進雇⽤

博⼠後期課程修了者の雇⽤拡⼤
⇒他学部や他⼤学の修了者も対象として多様性を促進

DEI推進公募によりR5年度4名の教授が着任
⇒学部教育や学科運営に従事する⼥性教員を増加
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年度 ⼯学部
全体

機械知能・
航空

電気情報
物理

化学・
バイオ

材料科学
総合

建築・
社会環境

2021 13.6 8.3 10.9 26.7 9.9 20.9
2022 12.2 8.8 7.2 22.4 10.2 22.7
2023 11.9 8.9 6.9 24.1 11.1 17.4
2024 15.2 9.0 9.5 33.3 13.7 24.6
2025 13.2 10.6 6.5 22.9 11.3 26.8

⼥⼦学⽣の⼯学部進学に対するバイアス
本⼯学部の新⼊⽣の⼥性⽐率の推移

《課題》
・⼥⼦学⽣⽤イベントのアンケート結果で、保護者や⾼校教員
から⼯学部への進学を⽌められているとの記述多数(就職がな
い、結婚できない、⼦供を産むと仕事が続けられない、etc.)

・保護者から理系科⽬は男⼦学⽣の能⼒が⾼いから、⼊学して
もついていけないのではとの不安の相談多数



東北大学工学研究科・工学部13

バイアス払拭のための取り組み

13

＜DEI推進への理解の醸成＞
新⼊⽣オリエンテーションや保護者懇談会,⼊学説明会などで説明
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キャリアパスの共有:⼯学部 in 東京

《対策》
・⼥⼦⾼校⽣と保護者に対し、⼯学部のキャリアパスを⾒える化
するため、企業の⼈事と卒業⽣によるポスター展⽰

・企業の⽅、教員、学⽣による相談コーナーを設置

各学科の教員による
講義もしてます︕
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キャリアパスの共有:オンラインリケジョ会議

「リケジョ会議」
2024年度参加登録者数 155名

（8⽉27⽇時点）

《対策》
・年3回オンライン実施、保護者や教員の参加を勧誘
・企業OG,教員,⼤学院⽣とのゆる〜い懇談会
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⼥⼦学⽣に向けた継続的な⽀援活動
現状ではマイノリティの⼥⼦学⽣が、学⽣⽣活や将来のキャリア選択を安⼼して
⾏えるように、様々な⽀援を⾏っています。

⼥性静養室
(各学科に設置)

フィッティングボード
(12か所)

個⼈⽤⼩物⼊れ
(化学・バイオ系)
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1. ⼤学教職員のバイアスを払拭すること
2. ⼥⼦学⽣とその周辺の⼈々(保護者や教員など)のバイアス
を払拭すること

3. ⼥⼦学⽣が孤⽴せずに⼤学⽣活を送れる環境を整えること
4. ⼥⼦学⽣がライフイベントに左右されずに⾃由にキャリアを
選択できる環境を整えること

本⽇のまとめ 〜⼥⼦学⽣の⼯学部進学〜
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